
株式会社
チアリングインターナショナル

代表取締役

中山麻紀子さん
（平12・経済）

なかやま まきこ●千葉県出身、1975
年生まれ。2000年に経済学部経済学
科卒業。元NFLワシントン・レッドス
キンズ（現在はワシントン・コマンダ
ーズ）チアリーダー。プロ野球やプロ
バスケットボールなどのチアリーダ
ーチーム・ダンスチームにおけるエ
ンターテインメントディレクターを
経て2006年に株式会社チアリングイ
ンターナショナルを設立。

File No. 172
わ れ ら 専 修 人
「社会知性」を体現する校友たち
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ないか」と、「DUCKS」のコーチを日参。
その熱意を買われて、アシスタントとし
て練習に参加することを許されたのだ。
　念願叶って、加入することのできたオ
レゴン大学のチアリーディングチームは、
日本にいたときとまるで違った。専大
「BLASTS」では体育会系のノリが強く、
練習中はピリピリとした空気が流れ、技
が失敗しないように神経を尖らせる。そ
れを当たり前だと思っていた。ところが
オレゴン大学では、みんな真剣に厳しい
練習へと取り組んでいるものの、その雰
囲気はとても明るく、メンバー誰もが楽
しんでいたのだ。何か失敗したときも
コーチが口にするのは「That’s OK（大
丈夫だよ）」。雰囲気も文化もまったく違
うことに衝撃を受けたという。
「みんな楽しめているからこそ、明るい
雰囲気が醸成され、成長できる。チアの

と決意した。
　運動部ではなかった中山さんにとって、
「BLASTS」での練習は楽なものではな
かったという。腕立て伏せや腹筋、ラン
ニングといった基礎トレーニングすら、
初めての経験だったからだ。
　ただ、それをつらいと思うよりも、「楽
しくて仕方なかった」と当時を振り返る。
「野球やラグビー、アメフトなど体育会
の応援とチアの大会に向けて、仲間たち
と練習を重ねていくのですが、次第に

「今ではそれぞれ仕事も違えば、住んで
いる場所もバラバラです。でも当時の仲
間とはつながっていますし、時間があれ
ば集まっています。会えば当時の感覚に
戻って笑い合える関係は、良いものです」

日本とはまったく異なる
本場アメリカの雰囲気

　大学生活の中でより一層チアにはまっ
た中山さんは、より高いレベルで学びた
いと、専大の姉妹校であるオレゴン大学
にあるチアのチーム「DUCKS」を目指す。
しかし、オレゴン大学の学生でも同チー
ムのメンバーになるには２日間のトライ
アウトに参加するという高いハードルが
課されている。そもそも同大学付属の語
学学校に留学していた中山さんは、正式
メンバーにはなれない。ただ、その程度
では諦めない。「何とか入ることはでき

ように良いプレーを見せてくれることに
感激しました。応援することがこんなに
も楽しくて、相手がそれに応えてくれる
ことが自分にも、すごいエネルギーを与
えてくれることを知り、虜になったんです」
　そんなとき、専修大学（以下、専大）
のチアリーダー部「BLASTS」が大会
で好成績を収め、テレビで紹介されてい
るのを目にする。演技中の映像も流れ、
そのアクションや技にも惹かれた彼女は、
「専修大学に進み、ここでチアをしたい」

みんなの中で絆が生まれてくるんです」
　チアの技には、空中高く選手を飛ばし
たり、それを受け止めたりするものがあ
るのだが、成功させるためには選手同士
の信頼感が欠かせない。「必ず受け止め
てくれる」と信じているからこそ、伸び
やかな演技ができるし、最高の笑顔が湧
き出てくるからだ。
　一方で、危険な技であるため、ケガを
することも少なくない。中山さんも仲間
を受け止めるとき、相手の体が顔にぶつ
かって鼻の骨を折ったことがあるという。
インタビュー中にその話をする彼女は
「ぶつかったメンバーの気分を悪くして
しまったのではないかと、心配しました」
と続けた。自分は鼻を骨折しているのに、
相手を気遣う──このひと言からも、仲
間同士の絆がどれほど強いものだったの
かがうかがい知れる。

　中山麻紀子さんがチアリーディング
（以下、チア）に出合ったのは、高校３
年生のときだった。それまで運動部とは
無縁で過ごしてきたが、友人に頼まれて
野球部を応援するためのチアリーディン
グチームへ加わることに。そこで、かつ
てないほどの衝撃を受けたのだ。
「普段はふざけてばかりいるクラスの男
子たちが真剣にプレーしている姿にも驚
きましたが、汗をかいて一生懸命に応援
すると、選手たちがそれに応えるかの

“チア道”で自立した女性を育成。
誰かをチアすることのすばらしさを伝える
専修大学時代から本格的にリアリーディングに取り組みはじめ、
本場NFLのチアリーダーとしても活躍した中山麻紀子さん。
現在は、株式会社チアリングインターナショナル代表として
経営にも手腕を発揮している彼女が伝えたいものとは……。
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うことで、自立した女性を増やす後押し
をできればと、CheerRing School（チ
アリングスクール）を設立したのです」
　中山さんは子供たちに伝えたい、“ ３
つのＣ”を掲げる。「Confidence（自信）」
「Compassion（思いやり）」「Commu-
nication（発信）」だ。日本ではおとな
しく、ある意味で控えめなことが良しと
される。しかし、チアにおいて発言をし
ない、発信をしないことは、自分の意見
を持っていないと見なされ、マイナスに
とられてしまうという。
「だから自分で考え、意見を持ち、自信
を持って発信しよう、と。ただ、周りが
それを聞いてくれなければ、自信を失い
意見することに憶病になってしまうかも
しれません。そこで大切になるのが、思
いやりです。相手が話すことに耳を傾け
て吸収する。互いを思いやれれば本当の
意味でチームになることができるし、だ
からこそ意見を出し合ってより良いもの
にしていこうという気持ちも生まれるで
しょう。この好循環の中で学び、育つこ
とで、自立した大人の女性になってもら
いたいのです」
　現在、「CheerRing School」は国内
外20校にまで拡大し、ダンスをしなが
ら英語も学べる「POP Ring English」
も開校。今後は“チア道”を学べる企業研
修プログラムの提供や、女性起業家を支
援する事業も始める予定だという。
「YouTubeチャンネルも立ち上げて、
エンパワーメントのような活動も始めま
す。輝く女性を増やすため、やりたいこ
とはまだまだたくさんあるんです。そし
て、新しいことに1つでも多く挑戦しな
がら、私自身も、まだまだ輝いていたい
と思っています」　 　（2023年2月11日取材）

いみんなで受かろう」という雰囲気があ
り、オーディション経験者が率先してさ
まざまなことを教えてくれたという。
　オーディション参加者からしてそうな
のだから、ワシントン・レッドスキンズ
のチアもまさしく、素晴らしい人々の集
まりだった。
「自立した女性たちで、自分の考えを持
ち、それを発信していける。かといって、
他人を貶めるようなことはせず、相手へ
の思いやりも忘れない。そういう人たち
の中に入る自分のことを誇らしく思える
ほど、貴重で素晴らしい体験でした」
　３年間、ワシントン・レッドスキンズ
のチアリーダーを務めたあと、本場で学
んだことを日本の女性たちに伝授したい
と帰国。当時、千葉ロッテマリーンズで
監督をしていたボビー・バレンタイン氏
と偶然出会ったことをきっかけに、ロッ
テのチアリーディングチーム創設に挑む。
しかし、これによって、日本でアメリカ
と同様のチームをつくるのは時期尚早だ
と思い知ることになった。
「女性の意見はどうせ受け入れられない
という雰囲気で、発言しない。日本のジェ
ンダーギャップ問題は深刻でした。ここ
を無視してチアリーディングチームをつ
くっても、私が伝えたい本場のチアを実
現することはできません。それなら子供
たちに“チア道”を教え、身につけてもら

あるべき姿だと感じました」
　その感覚は、中山さんが高校時代に初
めて味わった、チアの楽しさに近いもの
があったのだろう。ここからますます、
その世界へのめり込んでいくことになる。
　帰国後、就職先を探すときも、チアが
軸となった。当時、日本のアメリカンフッ
トボールリーグである「Xリーグ」に競
技チームとチアを擁していたオンワード
樫山に入社。そこでチアに打ち込んだ。
そうして技に磨きをかけていった結果、
Xリーグオールスターチアリーダーや
USAオールスターチアリーダーにも選
ばれた。そして2002年には、本場NFL
ワシントン・レッドスキンズチアリー
ダーズオーディションに、日本人として
初めて合格したのだ。
「最高峰のチアにはどのような人がいて、
どんな練習をしているのかを知りたかっ
た。オレゴン大学の仲間たちは、努力家
で成績もよくて素晴らしい。そんな彼女
たちでも落ちてしまう最高峰がどんなも
のなのか、体感してみたかったんです」

伝えたい“３つのＣ”。
輝き続ける大人になるために

　チアの最高峰はどんなものか、それは
オーディションから体感することとなっ
た。中山さんは「参加者全員がライバル」
だと思って臨んだが、現場には「助け合

NFLワシントン・レッドスキンズ、チアリーディングチーム時代の中山さん 休んだ先生に替わって指導にあたる中山
さん。自ら考え発信する指導を大切にし
ている

専修大学でチアに打ち込んだ仲間たちと
（2列目右端）

中山さんの
YouTubeチャンネル
チア道～WeForYou

2015年、UN WomenがHeForShe（ヒーフォーシー）
というジェンダー平等を実現するムーブメントを開始。
「チア道－WeForYou」というチャンネル名は、He（男
性）がShe（女性）をエンパワーするだけでなく、「チア道」
（Cheerで大切にしている考え）を通して、一人ひとり
がお互いをエンパワーしあう社会をつくりたいという想
い（#WeForYou）が込められている。
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